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Read Me

Pro Tools LE 8.0 on Mac
for Pro Tools LE Systems on Mac OS X 10.5.5 “Leopard” Only

こ の ド キ ュ メ ン ト には、 Pro Tools LE 8.0 （Mac OS X 10.5.5 が起動する Digidesign の動作確認済みコ ンピ ューター使用時） に関す

る、 重要な互換性情報 と既知の問題点、 エラー･コード及びユーザー･ガ イ ド の訂正事項等が記載されています。 

互換性

Digidesign は、 Digidesign が動作確認を行ったハード ウ ェ ア及びソ フ ト ウ ェ ア環境のみを互換 / 対応情報 と し て提供し ています。 

Mac OS 拡張 （大文字 / 小文字を区別、 ジャーナ リ ング） でフ ォーマ ッ ト された ド ラ イブへはレ コーデ ィ ングできません 
(Item #66749)

Pro Tools は、 Mac OS 拡張 （大文字 / 小文字を区別） でフ ォーマ ッ ト された ド ラ イブへレ コーデ ィ ングでき ません。 正し く レ コー

デ ィ ングでき る よ う 、 Mac OS X の録音ボ リ ュームを 「Mac OS 拡張 （ジ ャーナ リ ング）」 にフ ォーマ ッ ト し て く ださ い。

PPC ベース Mac と ド ラ イブの互換性 (Item #108071)

PPC ベースの Mac の場合、 Pro Tools は GUID パーテ ィ シ ョ ン･マ ッ ピング方式でパーテ ィ シ ョ ン された ド ラ イブへ録音する こ と

ができ ません。 これを実行し よ う と する と 、 -9131 エラーが発生し ます。 デフ ォル ト の GUID の代わ り に、 Disk Utility の Apple 

Partition Map を使用し て、 全てのオーデ ィ オ･ド ラ イブをパーテ ィ シ ョ ンする こ と を推奨し ます。

Parallels イ ンス ト ール時に、 C|24 と Pro Tools がコ ミ ュニケー ト し ない場合があり ます。 (Item #101232)

Pro Tools と と もに C|24 を使用する場合は、 Mac 上に Parallels を イ ン ス ト ールし ないよ う ご注意 く だ さ い。 Parallels がご使用のコ

ンピ ュータにイ ン ス ト ールされている場合、 Parallels をアン イ ン ス ト ールし て く ださ い。 これはサポー ト されていないコ ンフ ィ

ギ ュ レーシ ョ ンです。 

自動ア ッ プデー ト に関する注意点 (Item #108837)

オーセンテ ィ ケーシ ョ ンを必要と するプロ キシーサーバー介し ている と、 ソ フ ト ウ ェ ア ・ ア ッ プデータが有効な イ ン ターネ ッ ト

接続を見つけ られません。 こ の問題を回避するには、 ソ フ ト ウ ェ ア ・ ア ッ プデータの存在するマシンをプロ キシーを介さ ない状

態にするか、 プロ キシー自体をオーセンテ ィ ケーシ ョ ンを必要 と し ない形でポー ト 80 経由での HTTP ア ク セス を可能 とする必

要があ り ます。

動作確認済みのコンピュータ、オペレーティング・システム、及びサードパーティ製品等に関する最新情報は、

Digidesign の Web サイ ト  (www.digidesign.com/compatibility) でご確認ください。
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確認されている問題

こ こ では、 Mac OS X 10.5.5 用 Pro Tools 8.0 の使用時に生じ る可能性のあ る問題点 と 、 その回避方法について記載し ています。

Pro Tools

起動後に Pro Tools のメ ニューと イ ン ターフ ェースがグレーアウ ト する (Item #101891)

起動時に Pro Tools の メ ニ ューがグレーア ウ ト し て、 ブ ラ ウザーが操作不能 と な り 、 応答不能状態に見え る場合があ り ます。 この

現象は、 Spaces が原因で発生する ものです。 Pro Tools が最初の Space 以外で起動された場合は、 セ ッ シ ョ ンの ク イ ッ ク･ス ター ト

･ダ イ ア ロ グが、 最初の Space に開かれた状態になっています。 Pro Tools の起動後に、 [ 環境設定 ] 内のセ ッ シ ョ ン･ク イ ッ ク･ス

ター ト ･ダ イ ア ロ グを無効に設定する こ と で、 一時的に Space を無効にする こ と ができ ます。

Pro Tools を起動する と "Digidesign ハー ド ウ ェ アは別のアプ リ ケーシ ョ ンに使用されています " とい う内容のエ ラー･メ ッ
セージが表示される (Item #99576) 

Mac OS X 10.5.3 及び CoreAudio には、 既知の問題点が存在し ます。 Mac OS の [ システム環境設定 ] において コ ン ピ ュータのオー

デ ィ オ入力を Digi HW に設定する と、 Mac OS X のサウ ン ド環境設定を開 く たびに、 Digidesign CoreAudio Manager が起動し ます。 

こ の場合、 Pro Tools を起動する前に、 CoreAudio Manager を終了する必要があ り ます。 こ の問題は回避する ために、 Mac OS X [ シ

ステム環境設定 ] のオーデ ィ オ入力を Digi HW に設定し ないよ う ご注意 く だ さい。

セ ッ シ ョ ン ・ テンプレー ト に I/O 設定、 幾つかの初期設定項目、 表示設定、 ウ ィ ン ド ウ構成が保持される (Item #111605)

Pro Tools のセ ッ シ ョ ン ・ テンプレー ト は、 そのテンプレー ト が作成されたシステムに於いて I/O 設定、 幾つかの初期設定項目、

表示設定、 ウ ィ ン ド ウ構成を保持し ます。 こ の為、 テンプレー ト を基盤 と し た新規セ ッ シ ョ ンを作成する と、 オ リ ジナル ・ シス

テムの複数のセ ッ シ ョ ン設定値を復元し ます。 これらの設定値は、 任意に変更するか、 或いは全 く 異な るセ ッ シ ョ ンやテンプ

レー ト が開かれる まで Pro Tools によ り 保持されます。 また、 これによ り テンプレー ト を使用し た後に新規セ ッ シ ョ ンを作成し た

際にも、 テンプレー ト の設定値が新規セ ッ シ ョ ンに反映されます。

テンプレー ト 作成によ り 保持される設定値は、 デフ ォル ト の ト ラ ッ ク の高さ、 表示設定、 ウ ィ ン ド ウのサイ ズ と位置、 及び I/O

設定です。 特定のテンプレー ト に対し て設定値の変更を行 う には、 フ ァ イル > テンプレー ト と し て保存 （必ず “システムにテン

プレー ト を イ ン ス ト ール” オプシ ョ ンが選択されている事を確認し て く だ さい） よ り 、 変更を施し たいテンプレー ト を選択する

必要があ り ます。

Pro Tools 7.4 以下のシステムで作成されたセ ッ シ ョ ンを開 く 際の注意点 (Item # 106746)

Pro Tools 7.4 以下のシステムで作成されたセ ッ シ ョ ンを Pro Tools 8.0 で開 く と、全ての波形のオーバービ ューが再計算されます。 

これは Pro Tools の波形オーバービ ューが 16 ビ ッ ト へ と 移行し、 古い 8 ビ ッ ト のオーバービ ューを再計算する必要があ る こ と に

起因し ます。 再計算は初回のみ必要 と な り ます。

新し く なった波形のオーバービ ューに関連し て発生し得るパフ ォーマンスの問題 (Item #110041、 106801 及び 106577)

Pro Tools 8.0 で波形のオーバービ ューを再計算するにあた り 、 幾つかの作業を実行する際に一回限 り の問題が発生する可能性が

あ り ます。 再計算が完了する と システムのパフ ォーマン スは正常化し ます。 こ の問題の影響を受ける作業エ リ ア :

過去のセ ッ シ ョ ン (Item #110041) 著し く 古いバージ ョ ンの Pro Tools で作成されたセ ッ シ ョ ンを開き、 いき な り セ ッ シ ョ ンを再生

する と エラーが発生し、 H/W バッ フ ァ。 サイ ズを増加する よ う 求められた り 、 ト ラ ッ ク の削除或いは RTAS プラ グ イ ンの削除を

促される事があ り ます。 多 く の場合、 これは Pro Tools が背後でセ ッ シ ョ ンに存在する波形のオーバービ ューを再計算し ている為

に発生し ます。 タ ス ク マネージ ャにて タ ス ク を一時停止するか、 も し く はタ ス ク が完了するのを待つ事によ り この問題を回避す

る事ができ ます。 波形の再計算が完了する と 、 こ の問題は発生し な く な り ます。

新規作成された リ ージ ョ ンの再生 (Item #106801 及び 106577) 録音後、 または作成するかイ ンポー ト するかで新規の リ ージ ョ ンを

作成し た直後に再生を行 う と 、 再生中に ド ロ ッ プが発生する事があ り ます。 これは Pro Tools が背後でセ ッ シ ョ ンに存在する波形

のオーバービ ューを再計算し ている為に発生し、多 く の場合は多数の長い リ ージ ョ ンを作成または録音し た際にのみ発生し ます。 

タ ス ク マネージ ャにて タ ス ク を一時停止するか、 も し く はタ ス ク が完了するのを待つ事によ り こ の問題を回避する事ができ ます。 

波形の再計算が完了する と 、 再生に対するパフ ォーマン スは正常に戻 り ます。

Pro Tools LE に対応したオプションとなる Toolkit に関する問題点は、Complete Production Toolkit Read Me、DV 

Toolkit 2 Read Me もしくは Music Production Toolkit 2 Read Me を必要に応じて参照してください。
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ReWire 経由で Reason を使用するセ ッ シ ョ ンは Pro Tools 8.0 では開けない事があり ます (Item #111757)

Reason ReWire を含むセ ッ シ ョ ンを開 く と次の Reason エラーが発生する場合があ り ます : “Engine not responding. Please check 

your ReWire host.” こ の問題を回避するには、 先ず Pro Tools を起動し、 セ ッ シ ョ ンを新規作成し ます。 その上で、 適当な ト ラ ッ ク

に Reason ReWire を イ ンサー ト し ます。 Reason を開いたま まセ ッ シ ョ ンを閉じ ます。 そ し て問題 と なった Reason の使用された

セ ッ シ ョ ンを開き ます。

Spotlight の索引作業によ って、 長時間レ コーデ ィ ングが阻害される (Item #97151)

オーデ ィ オ･レ コーデ ィ ング中の Spotlight 索引作業には、 既知の問題点が確認されています。 数多 く の ト ラ ッ ク を 1 時間以上レ

コーデ ィ ングする場合、 パフ ォーマン ス を最大化する ために、 Mac OS X [ システム環境設定 ] において全ての ド ラ イブをプラ イ

ベー ト に設定し ます。 これを怠る と 、 Spotlight の索引作業が開始された際に Pro Tools がエラーを起こ し、 レ コーデ ィ ングが終了

する可能性があ り ます。

メ モ リーロケーシ ョ ンのコ メ ン ト 欄の文字数増加 (Item # 83593)

Pro Tools7.3 以降では、 メ モ リ ーロ ケーシ ョ ンのコ メ ン ト 欄で許容される文字数が増加し ま し た。 以前のバージ ョ ンの Pro Tools

で Pro Tools 7.3 以降のセ ッ シ ョ ンを開 く と、 258 文字を超えたテキス ト は、 メ モ リ ーロ ケーシ ョ ンのコ メ ン ト 欄に表示されませ

ん。

バス経由でオーデ ィ オ･ ト ラ ッ クへルーテ ィ ングし た際のメ イ ン出力 （ステム） の遅延 (Item #86709)

AOS 可能なバーチャル･イ ン ス ト ゥ ル メ ン ト において、 バス経由でオーデ ィ オ･ ト ラ ッ ク の入力へ接続されている と 、 その メ イ ン

出力が揃わない こ と があ り ます。 これは、 セ ッ シ ョ ン内で AOS ルーテ ィ ングを作成、 または AOS ルーテ ィ ングを持つセ ッ シ ョ

ンを開いた際に起こ り ます。 こ の現象は、 自動遅延補正をオン / オフに ト グルする こ と で回避でき ます。

[RTAS Error Suppression （RTAS エラー抑制） ] 有効時は、 CPU 使用限度に達する可能性がある (Item #83343)

CPU 使用限度を 85% 以上で [RTAS Error Suppression （RTAS エラー抑制） ] を有効にし た場合、 コ ンピ ュータがオーバーロー ド し

てレ コーデ ィ ングができ な く な る場合があ り ます。 [RTAS Error Suppression （RTAS エラー抑制） ] を有効に設定し ている と きは、

CPU 使用限度を 80% 以下に設定し て く ださ い。

[RTAS Error Suppression （RTAS エラー抑制） ] を有効にし て、 CPU 使用限度を高 く 設定し ている と、 画面のリ ド ローがス
ローダウンする (Item #82915)

[RTAS Error Suppression （RTAS エラー抑制） ] を有効にし て、 CPU 使用限度を 85% 以上に設定する と 、 画面の リ ド ローやバッ ク

グ ラ ウ ン ド CPU タ ス ク がス ローにな る可能性があ り ます。 RTAS Error Suppression を使用中にこれが起き た場合、 プレ イバッ ク エ

ンジン･ダ イ ア ロ グを開いて、 CPU 使用限度を 5 ～ 10% 低 く し て く ださ い。 

イ ンス ト ゥルメ ン ト ・ ト ラ ッ クや Aux 入力に、 ソ フ ト ウ ェ ア ・ イ ンス ト ゥルメ ン ト を イ ンサー ト し ても音が出ない (Item 
#65797)

ソ フ ト ウ ェ ア ・ イ ン ス ト ゥ ル メ ン ト の中には、 適切なハード ウ ェ ア ・ イ ンプ ッ ト または MIDI ア ウ ト プ ッ ト をアサイ ン し ない と

音も出ず、 再生も し ないものがあ り ます。 これが起こ った場合は、 ハード ウ ェ ア ・ イ ンプ ッ ト を イ ン ス ト ゥ ル メ ン ト ・ ト ラ ッ ク

または Aux イ ンプ ッ ト に、 MIDI ア ウ ト プ ッ ト を イ ン ス ト ゥ ル メ ン ト ・ ト ラ ッ クへ手動でアサイ ン し ます。

Pro Tools 5.1 ～ 6.9 フ ォーマ ッ ト でセ ッ シ ョ ンを保存し た際にリージ ョ ン･ループが欠落する (Items #90102, 90079)

5.1 ～ 6.9 でセ ッ シ ョ ンを保存する と 、 「 リ ージ ョ ン･ループが失われます」 と い う 旨のダ イ ア ロ グが表示されます。  これを回避す

る ためには、 全てのオーデ ィ オ ・ フ ァ イルをハイ ラ イ ト 表示し て、 [ リ ージ ョ ン ] > [ ループ解除 ] > [ フ ラ ッ ト に ] を実行し た後

で、 セ ッ シ ョ ンを Pro Tools の下位バージ ョ ンで保存し ます。

異なるテンポの Reason ソ ングを開いた後、 テ ィ ッ クベース･ ト ラ ッ ク上のオーデ ィ オ･リージ ョ ンが、 正しいテンポで再
生されない (Item #96710)

セ ッ シ ョ ン と 異な る テンポの Reason ソ ングを開 く と 、 テ ィ ッ クベースの ト ラ ッ ク上にあ るオーデ ィ オ･ ト ラ ッ ク が正しいテンポ

で再生されない こ と があ り ます。 コ ンダ ク ターまたはマニ ュ アル･テンポ入力経由でテンポ変更を施す と、 リ ージ ョ ンが正し く 再

生されます。
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オーデ ィ オを イ ンポー ト する と、 IXML メ タデータ を持ったステレオ･イ ン ター リーブ WAV フ ァ イルが 2 つの個別のモ ノ･
ト ラ ッ クに分割される (Item #98841)

オーデ ィ オを イ ンポー ト する と、 IXML メ タデータ を持ったステレオ･イ ン ター リ ーブ WAV フ ァ イルが 2 つの個別のモ ノ･ ト ラ ッ

ク に分割される場合があ り ます。 ワーク スペース を使用し て、 フ ァ イルを編集ウ ィ ン ド ウ またはステレオ･ ト ラ ッ ク上に直接ド

ラ ッ グ し て く だ さ い。 

ア ド ミ ン権限の無いユーザーが、 QuickTime ムービーを含むセ ッ シ ョ ンを開いた時に、 そのセ ッ シ ョ ンを再生できない問
題  (Item #47053)

も し ア ド ミ ン権限がな く 、 Quick Time への承認が無いユーザーが、 QuickTime ムービー付きのセ ッ シ ョ ンを開いた場合は、

「Quick Time ムービー ・ フ ァ イルが無 く 再 リ ン ク し ますか」 と い う ダ イ ア ロ グが表示されます。 再 リ ン ク ウ ィ ン ド ウでは、 その

ムービー ・ フ ァ イルを見つけ再 リ ン ク し たかのよ う に見えますが、 依然再生する こ と はでき ません。 再生でき る よ う にするには、

Quick Time フ ァ イルへの承認をする こ と にな り ます。

MP3 Codec は著作権保護されたフ ァ イルをエ クスポー ト し ない (Item #68985)

Pro Tools 7.3 以降における新しい MP3 Codec は、 著作権保護されたフ ァ イル属性をエン コー ドする機能はあ り ません。 これはフ

ラ ウ ンホーフ ァーの Codec 制限によ り ます。 

Pro Tools 7.x で 48kHz セ ッ シ ョ ンを MP3 へバウンスする と、 44.1 kHz の MP3 フ ァ イルが生成される (Item #72617)

320kbps 以外のビ ッ ト ・ レー ト で、 変換ク オ リ テ ィ を [ 最良 （最も長時間の処理） ] と設定し て MP3 へバウ ン スする と、 44.1 kHz

のフ ァ イルが生成されます。 これはエン コーダの既知の制限です。

QuickTime オーデ ィ オ ・ フ ォーマ ッ ト の中にはイ ンポー ト できますものがある (Items #58792, 73064)

Apple Lossless または AMR オーデ ィ オで圧縮された QuickTime ムービーのオーデ ィ オは、 Pro Tools へイ ンポー ト でき ません。 

QuickTime Pro またはその他のアプ リ ケーシ ョ ンを使用し て、 イ ンポー ト する前に、 オーデ ィ オを別のオーデ ィ オ ・ フ ォーマ ッ ト

へ変換し て く だ さ い。

Apple Lossless Codec は QuickTime ムービーへのバウンスをサポー ト し ていません (Item #75224)

Pro Tools 7.3 以降は Apple Lossless オーデ ィ オ ・ コーデッ ク をサポー ト し ていません。 [QuickTime ムービーへバウ ン ス ] のオー

デ ィ オ圧縮ダ イ ア ロ グか ら これを選択する と、 使用可能なオーデ ィ オを含まないムービーが生成されます。

オー ト メ ーシ ョ ン書き込み中のオー ト メ ーシ ョ ン画面のア ッ プデー ト  (Item #111105)

ボ リ ュームやパンなどに対するオー ト メ ーシ ョ ンを書き込む際に、 その書き込み中のオー ト メ ーシ ョ ンに合致するオー ト メ ー

シ ョ ン画面のボ タ ンがオー ト メ ーシ ョ ンの書き込み中であ る表示を し ない問題が発生し ます。 こ の為、 ミ ッ ク ス または編集画面

にて実際にオー ト メ ーシ ョ ンの書き込みが実行されている事を確認する必要があ り ます。

フ ァ イルとデ ィ スク ・ マネージ メ ン ト

フ ォルダ階層を保持し て [ セ ッ シ ョ ンのコ ピーを保存 ] されたセ ッ シ ョ ンを開 く と、 フ ァ イルが見つからな く なる (Item 
#74454)

フ ォルダ階層を保持する機能は、 複数ボ リ ュームに分割された メ デ ィ アを含むセ ッ シ ョ ンが、 フ ォルダ階層を保持し ながら、 シ

ステム間を簡単に移動でき る よ う デザイ ン されています。 メ デ ィ ア ・ フ ァ イルを自動的に発見するためには、 各ボ リ ュームの第

一階層に、 Audio Files または Video Files を含むセ ッ シ ョ ン名のフ ォルダを、 手動でコ ピーまたは作成し て く だ さい。 あ るいは、

現在のロ ケーシ ョ ンで見つから ないフ ァ イルを手動で再 リ ン ク し ます。 

同じ フ ァ イル名が複数存在する フ ォルダの階層を保持し ながら、 セ ッ シ ョ ンのコ ピーを保存する と、 正確に再リ ン ク し な
い (Item #79868)

フ ォルダ階層を保持にチェ ッ ク を入れてセ ッ シ ョ ンのコ ピーを保存する と 、 手動再 リ ン ク時に、 同名のフ ァ イルが正確に再 リ ン

ク し ない可能性があ り ます。 セ ッ シ ョ ンのコ ピーを開 く と きは、 正しいフ ァ イルを ロ ケー ト する ために、 自動で再 リ ン ク を使用

し て く だ さい。 [ 手動で再 リ ン ク ] を使用し てセ ッ シ ョ ンを開き、 それでも オフ ラ イ ンのフ ァ イルがあ る場合は、 プロ ジェ ク ト ・

ブラ ウザか ら [ オフ ラ イ ンで再 リ ン ク ] を選択し て、 残 り のフ ァ イルを手動で再 リ ン ク し ます。
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MIDI

MIDI レ コーデ ィ ング中に、 [ ノ ー ト 待ち ] 機能が ReWire かたの MIDI 入力に反応し ない (Items #90724, #97444)

MIDI レ コーデ ィ ングを演奏する際、 [ ノー ト 待ち ] 機能が ReWire か ら受け る MIDI に反応し ない こ と があ り ます。 ReWire アプ リ

ケーシ ョ ンから生成される MIDI を レ コーデ ィ ングする場合、 手動で ト ラ ン スポー ト を ス ター ト 、 または [ ノー ト 待ち ] の代わ り

に [ カ ウ ン ト オフ ] を使用する必要があ り ます。

リ アルタ イム MIDI プロパテ ィ が有効に設定されていて、 さ らにダイア ト ニ ッ ク･ ト ラ ンスポーズを使用するよ う設定され
た MIDI ト ラ ッ クにセ ッ シ ョ ン･データ を イ ンポー ト し た場合、 ト ラ ンスポーズはセ ッ シ ョ ン内の最初のキーを元に行われ
ます (Item #81666)

複数のキー （調） と 、 リ アルタ イ ム･プロパテ ィ のキー･ ト ラ ン スポーズが有効に設定された MIDI またはイ ン ス ト ゥ ル メ ン ト ･ ト

ラ ッ ク を含むセ ッ シ ョ ンから、 セ ッ シ ョ ン･データ を イ ンポー ト する と 、 ト ラ ン スポーズはセ ッ シ ョ ン内の最初のキーをベースに

行われます。 これは、 ダ イ ア ト ニ ッ ク･ ト ラ ン スポーズが各キーに対し て正し く な る場所で、 リ アルタ イ ム･プロパテ ィ をオン /

オフ切 り 替え る と補正でき ます。

MIDI 及びイ ンス ト ゥルメ ン ト ･ ト ラ ッ クに利用できない MIDI 入力パスが、 誤って表示される (Item #111221) 

該当するデバイ スやパスが実際にはシステム上に存在し ないにも関わらず、 セ ッ シ ョ ンを開いた際に、 MIDI 及びイ ン ス ト ゥ ル メ

ン ト ･ ト ラ ッ ク の MIDI 入力に表示されるデバイ ス名またはパス名が、 イ タ リ ッ ク及びグレーア ウ ト 表示されない場合があ り ます。

エラステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オ

Pro Tools 8.0 でエラステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オのアルゴ リズムを変更する際の問題 (Item #109141)

Pro Tools 8.0 では、 エラ ステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オの信号処理に幾つかの変更点があ り ます。 この効用 と し て、 Polyphonic アルゴ リ

ズムでオーデ ィ オのタ イ ム ・ ワープを実行する際のイベン ト の時間的正確性の向上を感知する こ と ができ ます。 また、 Rhythmic

アルゴ リ ズム下でタ イ ム ・ ス ト レ ッ チを実行し た際の低周波数帯域のサステ イ ンの滑らか さ を実感する こ と も でき ます。 X-Form

アルゴ リ ズムに対する ア ッ プグレード も施されてお り 、 polyphonic のオーデ ィ オ ・ ソースに対し よ り 高いレベルでのピ ッ チの一

貫性を提供し ます。 これらの変更は音響的向上を目的と し ていますが、 エラ ステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オのプロセス を含むセ ッ シ ョ

ンは、 Pro Tools 8.0 での再生音 と Pro Tools 7.4 での再生音と の間には実質的な差異が存在する事を留意する必要があ り ます。 

Pro Tools 7.4 でのエラ ステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オ と 同質の音声を再現するには、 Elastic Audio バージ ョ ン 8.0 と バージ ョ ン 7.4 と を

入れ替え る必要があ り ます。 その場合、 バージ ョ ン 7.4 ではエラ ステ ィ ッ ク ・ ピ ッ チがサポー ト されない こ と にご注意 く だ さ い。 

Pro Tools 7.4 と 8.0 と で異なる ト ラ ンジエン ト とワープのマーカーが音質に及ぼす影響 (Item #105159)

エラ ステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オのアルゴ リ ズムであ る Polyphonic と Rhythmic は両方共に、 最高のフ ィ デ リ テ ィ ーと タ イ ミ ングの正

確性の実現の為、 ト ラ ンジエン ト の解析を肝と し ます。 イベン ト 感度を低 く 設定し た り 、 解析やワープのマーカーを削減する と

エラ ステ ィ ッ ク ・ リ ージ ョ ンの音質やタ イ ミ ングに影響を及ぼす可能性があ り ます。 また、 解析やワープのマーカーが極度に多

い と、 同様に音質へ影響を及ぼす恐れがあ り ます。 最良の音質獲得には、 オーデ ィ オ リ ージ ョ ン内の音楽的な イベン ト に対し、

合理的な形で解析マーカーが用いられている事が重要です。 また、 Pro Tools 8.0 は Pro Tools 7.4 と比較する と 、 最良の音質実現に

向け、 よ り Polyphonic アルゴ リ ズムに頼っている と 言えます。

Polyphonic エラステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オを用いる と音が震えて聞こえる現象 (Item #103038 and #108845)

状況によ っては、 Polyphonic エラ ステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オで処理された音が不必要に震えて聴こ え る事があ り ます。 も し こ のよ う

な問題が発生し た場合は、 Polyphonic エラ ステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オのプラ グ イ ン画面にあ る Window 調節 ノ ブを使用し、 音の振る

えがな く な る よ う に調節し て く ださ い。 セ ッ シ ョ ンの Window 値が Pro Tools 7.4.x のデフ ォル ト 値であ る 30 ms であ る場合は、

40 ms に設定し直すこ と をお薦めし ます。 因みに、 Pro Tools 8.0 でのデフ ォル ト 値は 40 ms と なってお り ます。

リ アルタ イム･エラステ ィ ッ ク･オーデ ィ オ･ ト ラ ッ クの波形表示 (Item #98343)

エラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オの リ アルタ イ ム･プロセ ッ シングを使用し ている場合、 使用し ている アルゴ リ ズムに関わらず、 Pro 

Tools にはヴ ァ リ ス ピード の波形が表示されます。 これは、 全てのエラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オ･プロセ ッ シングが リ アルタ イ ムに

処理され、 波形自体はどのよ う にサウ ン ドするかの予測であ る こ と に起因し ます。 レ ンダー･モー ドへ切 り 替え る こ と で、 使用し

ている アルゴ リ ズムによ ってレ ンダーされた場合の実際のオーデ ィ オの様相を視認でき ます。
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エラステ ィ ッ ク･オーデ ィ オをモ ノ フ ォニ ッ クまたは X-Form アルゴ リズムで使用し た際、 オーデ ィ オ･フ ァ イル内に ド リ
フ ト が発生する (Item #96151)

エラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オを使用する際にオーデ ィ オ･ リ ージ ョ ン内に ド リ フ ト が発生する こ と があ り ますが、 これは リ ージ ョ

ンがモ ノ フ ォニ ッ ク または X-Form アルゴ リ ズムを使用し てどの程度伸縮されるかに依存し ます。 ト ラ ンジェ ン ト 情報を持つ素

材にエラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オを使用し、 かつ ド リ フ ト を回避し たい場合は、 ポ リ フ ォニ ッ ク または リ ズ ミ ッ ク･アルゴ リ ズム

をご使用 く ださ い。

エラステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オのピ ッ チ処理を行う際の位相の一貫性の保持 (Item #106002)

ト ラ ッ ク に於いてエラ ステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オのピ ッ チ処理が有効になっている状況下で、 Polyphonic、 Rhythmic も し く は X-

Form か ら Monophonic または Varispeed へ変更する と 位相の一貫性に支障を き たす事があ り ます。 位相に一貫性を持たせるには、

一度 ト ラ ッ ク に設定されたエラ ステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オのピ ッ チ処理を ク リ ア し、 その上で Monophonic または Varispeed アルゴ

リ ズムを選択する必要があ り ます。

ワークスペース･ブラウザ内で、 特定フ ァ イルのエラステ ィ ッ ク分析計算 / ク リ アができない (Item #89026)

エラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オによ り サポー ト される フ ァ イル･フ ォーマ ッ ト の拡張子が付いているにもかかわらず （.WAV または

.AIF）、Pro Tools のワーク スペース･ブ ラ ウザがエラ ステ ィ ッ ク分析の計算またはク リ アを実行でき ない場合がご く 稀にあ り ます。 

ブラ ウザ･ メ ニ ューの [ エラ ステ ィ ッ ク分析を計算 ] 及び [ エラ ステ ィ ッ ク分析を ク リ ア ] がグ レ イ ア ウ ト し ます。 こ のよ う な場

合、 フ ァ イルが実際に非サポー ト のフ ォーマ ッ ト であ る可能性があ り ます。 フ ァ イル･フ ォーマ ッ ト を確認する ために、 ワーク ス

ペース･ブラ ウザのフ ォーマ ッ ト 欄をご覧 く だ さい。 QuickTime などの WAV または AIFF 以外のフ ァ イル･フ ォーマ ッ ト が示され

ている場合は、 エラ ステ ィ ッ ク分析の計算またはク リ アを実行する こ と はでき ません。 と はいえ、 これらの非サポー ト ･フ ァ イル

はテンポに合わせて視聴する こ と も、 セ ッ シ ョ ンへイ ンポー ト すればエラ ステ ィ ッ ク化する こ と も でき ます。

Beat Detective の [ 小節｜拍マーカーを生成 ] でテンポマ ッ プを作成する と、 レンダー･モー ド内のリージ ョ ン･グループが
オフ ラ イ ンになる (Item #97993)

Beat Detective の [ 小節 | 拍マーカーを生成 ] でテンポ･マ ッ プを作成する と 、 レ ンダー･モード の リ ージ ョ ン･グループがオフ ラ イ

ンにな る こ と があ り ます。 オフ ラ イ ンになった リ ージ ョ ンに編集を加え、 エラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オを レ ンダーから リ アルタ イ

ムに変更し、 再度レ ンダー･モードへ戻すこ と でオン ラ イ ンにな り ます。

セ ッ シ ョ ンのテンポでイ ンポー ト されたエラステ ィ ッ ク･オーデ ィ オ用 「デフ ォル ト ･イ ンプ ッ ト ･ゲイ ン」 (Item #96725)

[ 初期設定 ] 内の [ プロセ ッ シング ] ページにあ る [ エラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オ ] > [ デフ ォル ト イ ンプ ッ ト ゲイ ン ] は、 セ ッ シ ョ

ン･テンポでイ ンポー ト されたエラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オ用の設定です。 ワーク スペース内の [ コ ンテキス ト 視聴 ] がオン、 また

はプロセ ッ シング初期設定ページ内の [ デス ク ト ッ プからの ド ラ ッ グ＆ド ロ ッ プはセ ッ シ ョ ン･テンポに合わせる ] がオンに設定

されていない限 り 、 こ の初期設定オプシ ョ ンは機能し ません。

エラステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オの ト ラ ッ ク を イ ンポー ト する と、 タ イムベースが誤って表示される問題 (Item #111299)

既存の ト ラ ッ ク に対しエラ ステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オの ト ラ ッ ク を イ ンポー ト する と 、 実際 と は逆のタ イ ムベースがその ト ラ ッ ク

に表示されます。 こ の問題が発生し た場合は、 該当する ト ラ ッ ク のタ イ ムベース を手動で変更する必要があ り ます。

プレ イ リ ス ト 上にあるエラステ ィ ッ ク ・ オーデ ィ オのリージ ョ ンがレンダーされない問題 (Item #111882)

プレ イ リ ス ト 表示では、 オーデ ィ オ処理を リ アルタ イ ムから レ ンダーへ変更し て も プレ イ リ ス ト 上にあ るエラ ステ ィ ッ ク ・ オー

デ ィ オの リ ージ ョ ンがレ ンダー ( 波形がオフ ラ イ ン表示 ) されません。

エラステ ィ ッ ク･オーデ ィ オを含んだ リージ ョ ン･グループは、 そのリージ ョ ン･グループ自体にエ ラステ ィ ッ ク機能が適用
されていない場合、 エラステ ィ ッ ク と し て認識されない (Item #92770, #97107)

リ ージ ョ ン･グループ内にエラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オが含まれているが、 リ ージ ョ ン･グループ自体の最外層においてエラ ス

テ ィ ッ ク･オーデ ィ オ操作がな されていない場合は、 その リ ージ ョ ン･グループはエラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オ と し て認識されませ

ん。 新規 ト ラ ッ ク作成に用いられる場合、 ト ラ ッ クは自動的に [ エラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オ 有効 ] には設定されず、 リ ージ ョ ン

･グループ内のエラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オは、 そのセ ッ シ ョ ン用のデフ ォル ト ･エラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オ･プラ グ イ ンを使用し

てレ ンダーされます。 これは、 リ ージ ョ ン･グループにワープ･マーカーを追加し て、 強制的にエラ ステ ィ ッ ク･ リ ージ ョ ン と 認識

させる こ と で回避でき ます。 または、 [ エラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オ 有効 ] に設定し た ト ラ ッ ク を最初に作成し た後に、 リ ージ ョ

ン･グループを追加し ます。
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[ ソース･メ デ ィ アから統合 ] オプシ ョ ンを使用し てエ ラステ ィ ッ ク･オーデ ィ オを イ ンポー ト できない (Item #96404)

[ ソース･ メ デ ィ アから コ ピー ] を使用し て、 エ ラ ステ ィ ッ ク･オーデ ィ オ･ ト ラ ッ クへイ ンポー ト し て く ださ い。 

コ ンテ クス ト でプレビ ューが有効な状態で CAF も し く は MP3 から変換されたオーデ ィ オフ ァ イルのタ イ ミ ングが正確で
ない問題 (Item: 111064)

コ ンテ ク ス ト でプレ ビ ューが有効な状態で CAF も し く は MP3 から変換されたオーデ ィ オフ ァ イルはタ イ ミ ングの不正確性 (

オーデ ィ オ内の隙間 と リ ージ ョ ン内の ト ラ ンジエン ト の非同期） の原因と な る事があ り ます。 尚、 これは圧縮フ ァ イル形式に特

有の問題です。

プ ラグイ ン

AudioSuite と リージ ョ ン ・ グループ (Item #64410)

リ ージ ョ ン ・ リ ス ト 内の と リ ージ ョ ン ・ グループに対し ては、 AudioSuite プラ グ イ ンの処理がわずかに異な り ます。 オーデ ィ オに

関し ては、 “ リ ージ ョ ン リ ス ト 参照” を選択し て、 “プレ イ リ ス ト に使用” を選択する と 、 AudioSuite プロセスがセ ッ シ ョ ン内に

現れるオーデ ィ オ･フ ァ イルの全コ ピーへ適用されます。 しかし、 リ ージ ョ ン ・ グループを選択中に、 ターゲ ッ ト が AudioSuite プ

ラ グ イ ン ・ ウ ィ ン ド ウ内の “ リ ージ ョ ン リ ス ト 参照” にセ ッ ト されている と 、 Pro Tools は リ ージ ョ ン ・ グループをプロセス可能

なオーデ ィ オ と認識せず、 “オーデ ィ オが選択さ ていません” と い う エラーが現れます。 これは、 実際に ト ラ ッ ク の中で使用され

る まで、 リ ージ ョ ン ・ グループが “オーデ ィ オ” ユニ ッ ト と し て認識されないために生じ ます。

セ ッ シ ョ ン内にあるすべてのリージ ョ ン･グループのコ ピーに、 瞬時に AudioSuite を適用するには、 下記の通り にし ます。

1  プロセスする リ ージ ョ ン･グループを選択し ます。

2  リ ージ ョ ン・ リ ス ト ・ メ ニ ューから [ すべてのグループ解除 ] を選択し ます。 グループ内の全要素が選択されたま まの状態にな り

ます。

3  AudioSuite プロセス を実行し ます。

4  リ ージ ョ ン ・ リ ス ト ・ メ ニ ューから [ 再グループ ] を選択し ます。

プロ ンプ ト が表示された ら、 セ ッ シ ョ ン内の リ ージ ョ ン ・ グループの全コ ピーへ AudioSuite を適用する場合は [ 修正 ] を選択し、

選択された リ ージ ョ ン ・ グループのみに適用する場合は [ コ ピー ] を選択し ます。

Pro Tools でサポー ト されないフ ァ イル ・ タ イプに対するプラグイ ン検索と再リ ン ク (Item #111704)

プラ グ イ ンが Pro Tools では元来サポー ト されないフ ァ イル形式 ( 例えば REX フ ァ イル ) に対し て リ ン ク を失 う 為、 検索と 再 リ ン

ク と ト リ ガーされない問題が発生し てお り ます。 プラ グ イ ンの検索と 再 リ ン ク機能を保つには、 Pro Tools でサポー ト される フ ァ

イル形式がプラ グ イ ンに対し て使用される必要があ り ます。

コ ン ト ロール ・ サーフ ィ ス

フ ェー ドの存在する リージ ョ ンに対し て ト リム ・ スク ラ ブ と ト リム ・ シャ ト ルが機能し ない問題 (Item #111316)

フ ェー ド の存在する リ ージ ョ ンに対し て コ ン ト ロール ・ サーフ ィ スから ト リ ム ・ ス ク ラブ と ト リ ム ・ シ ャ ト ルを行 う 事ができ ま

せん。 この問題を回避するには、 一度 リ ージ ョ ンから フ ェード を削除し、 ト リ ム ・ ス ク ラブ も し く は ト リ ム ・ シ ャ ト ルを実行し

た上で再度フ ェー ド を書き込む必要があ り ます。

ビデオ

サポー ト されない QuickTime ビデオ･フ ォーマ ッ ト  (Items #72933, 72956, 72958, 72961)

QuickTime でサポー ト される ビデオ ・ フ ォーマ ッ ト の中には、 Pro Tools ではサポー ト されないも のがあ り ます。 これら には

.DivX, .flc, .m4v 及び .3gp フ ォーマ ッ ト が含まれています。 これらのフ ォーマ ッ ト を イ ンポー ト し よ う とする と、 エラーの発生や

イ ンポー ト の失敗を引き起こ し ます。

各プラグイン固有の問題については Digidesign Plug-ins リードミーをお読みください。
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4:3 に設定された Pro Tools でス タ ンダー ド ・ デフ ィ ニ ッ シ ョ ンの QuickTime ムービーが 16:9 Anamorphic Play Back と し て
レンダーされる問題 (Item #109076)

Pro Tools が 4:3 も し く は 720x486 の解像度に設定されている と、 ス タ ンダード ・ デフ ィ ニ ッ シ ョ ンの QuickTime ムービーがス

ケールサイ ズ 853x480 の 16:9 Anamorphic でレ ンダーされて し まいます。 こ の問題は、 QuickTime ムービーのスケールサイ ズ特性

が Pro Tools に無視される事に起因し ます。 720x486 ピ ク セルの範囲内でムービーを レ ンダーする事によ り こ の問題を回避する事

が可能です。

シャ ッ フル ・ モー ド で、 Macintosh Finder からのビデオ ・ ド ラ ッ ギングは正確に機能し ません (Item #78451)

シ ャ ッ フル ・ モー ド の と きにデス ク ト ッ プか ら編集ウ ィ ン ド ウへビデオ･フ ァ イルを ド ラ ッ グする と、 必ずセ ッ シ ョ ン ・ ス ター ト

にそのビデオは配置され、 既存のビデオ ・ リ ージ ョ ンを上書き し ます。

QuickTime ムービー ・ ト ラ ッ クの編集密度が高 く なる と、 Pro Tools の UI 速度が落ちる可能性があ り ます (Item #77720)

1 つまたはそれ以上の QuickTime ビデオ ・ ト ラ ッ ク の編集が複雑にな るにつれ、 Pro Tools のレ スポン スが遅 く な る こ と があ り ま

す。 複雑に編集された QuickTime ク リ ッ プ と と もに作業し ている場合は、 Pro Tools のレ スポン スは低減し ます。 こ の場合は、 一

度 QuickTime ムービーへバウ ン ス し てか ら、 そのバウ ン ス ・ フ ァ イルを イ ンポー ト し て く だ さい。

MPEG-1 及び MPEG-2 が編集点でフ リーズする (Item #79182)

MPEG-1 及び MPEG-2 ビデオのエデ ィ ッ ト は、 公式にはサポー ト されていません。 こ の問題が起こ った場合は、 プレ イバッ ク を

ビデオ ・ ウ ィ ン ド ウへ切 り 替え る、 またはサー ド パーテ ィ 製アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て、 ムービーをサポー ト される フ ォー

マ ッ ト へ変換し て く だ さ い。 サード パーテ ィ ・ アプ リ ケーシ ョ ンによ って MPEG-1 または MPEG-2 からオーデ ィ オを除去する こ

と で、 こ の問題が解決する場合も あ り ます。

多重化された MPEG-1 及び MPEG-2 ムービーのオーデ ィ オがイ ンポー ト されず、 バウンス されたムービー内で聴こえない 
(Item #76063)

他の QuickTime フ ォーマ ッ ト と違い、 MPEG-1 や MPEG-2 ムービーは、 オーデ ィ オ と ビデオを単一の多重化 ト ラ ッ クへ記憶し ま

す。 Pro Tools は、 これらのタ イプのムービーのビデオからオーデ ィ オを分離させる こ と はでき ません。 結果と し て、 MPEG-1 ま

たは MPEG-2 ムービーかたオーデ ィ オを イ ンポー ト する こ と はでき ません。 また、 ソース ・ ムービー と し て MPEG-1 や MPEG-2

ムービーを使用し て [QuickTime へバウ ン ス ] する場合は、 そのムービーからのオ リ ジナル ・ オーデ ィ オはバウ ン ス されたムー

ビーの中に現れます。 （Pro Tools での作業中に聴こ えていない と し て も） MPEG-1 または MPEG-2 フ ァ イルか らオーデ ィ オを イ ン

ポー ト する ためには、 サー ド パーテ ィ 製アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て MPEG ス ト リ ームを “分離” し て く だ さ い。

QuickTime へバウンスする際は、 既存のムービー名でバウンス し ない (Item #76768)

[QuickTime へバウ ン ス ] コマン ド を使用する場合は、 既存のムービー と同じ名称を使用する と バウ ン スに失敗し ます。 各バウ ン

スにはユニーク な名称を使用する、 または同名でバウ ン スする前に （既存フ ァ イル と置き換え るのではな く ） ド ラ イブか ら以前

のムービーを削除するのが最善です。

QuickTime ビデオ出力に Black Magic Design のハー ド ウ ェ アを使用する場合、 複数のアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と システ
ムが不安定になる可能性があ り ます (Item #104497) 

Blackmagic DeckLink II Extreme または他のビデオ･キ ャプチャー / プレ イバッ ク PCIe カード がイ ン ス ト ールされたシステムで

Pro Tools を起動し た際に、 Blackmagic Design の Deck Capture ユーテ ィ リ テ ィ や Final Cut Studio、 または他の Black Magic 製ビデ

オ出力用ハー ド ウ ェ ア対応のアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と 、 結果 と し てシステムが不安定にな る可能性があ り ます。 こ の不安

定性を回避する ために、 Blackmagic DeckLink 対応アプ リ ケーシ ョ ンは、 同時に複数のアプ リ ケーシ ョ ンをご使用にな ら ないよ う

ご注意 く だ さい （一度にひ と つのみ）。

CoreAudio

Mbox は CoreAudio ク ラ イアン ト と し て使用不可 (Item #101383)

Mac OS X [ システム環境設定 ] において CoreAudio ク ラ イ アン ト と し て Mbox を選択し て [ システム環境設定 ] を閉じ た後に、 正

確に設定が反映されない場合があ る。 コ ンピ ュータ を再起動し て、 [ システム環境設定 ] 内で再度 Mbox を選択し ます。
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CoreAudio アプ リ ケーシ ョ ン と Mbox 2 の接続が解除される場合がある (Item #100422)

Mbox 2 使用時に CoreAudio アプ リ ケーシ ョ ンの開閉を頻繁に行 う と 、 システムがハングする場合があ り ます。 こ の症状が発生し

た場合、 コ ンピ ュータ を再起動する必要があ り ます。 こ の問題を回避する ためには、 別々の CoreAudio アプ リ ケーシ ョ ン間を切

り 替え る前にコ ンピ ュータ を再起動し た方がよいでし ょ う 。

CoreAudio が原因で、 QuickTime や Safari のサウン ドが Digidesign ハー ド ウ ェ アから再生されない (Item #100022 and 104124)

Digi CoreAudio Manager が問題で、 QuickTime や Safari のオーデ ィ オが Digidesign ハード ウ ェ アからプレ イバッ ク されない場合は、

以下のいずれかをお試し く だ さ い ：

･ Mac [ システム環境設定 ] を開き、 [ サウ ン ド ] を ク リ ッ ク し ます。 QuickTime またが Safari のオーデ ィ オをプレ イバッ ク中に、

出力を Digidesign HW から イ ン ターナル （内部） に変更し、 再度 Digidesign HW へ戻し ます。

または

･ QuickTime や Safari を起動する前に iTunes を起動し ます。

ローカ ラ イゼーシ ョ ン一般

日本語で保存されたセ ッ シ ョ ン･ノ ー ト またはセ ッ シ ョ ン情報のテキス ト ･フ ァ イルは、 TextEdit で開けません (Item 
#111038)

セ ッ シ ョ ン･ ノー ト （セ ッ シ ョ ンを開いた際に発見でき ないプ ラ グ イ ンや何らかの問題があ る場合に、 これら を生成でき ます） ま

たはセ ッ シ ョ ン情報 （[ フ ァ イル ] > [ エ ク スポー ト ] > [ セ ッ シ ョ ン情報をテキス ト で ]） テキス ト ･フ ァ イルは、 TextEdit の環境

設定によ り 開けない場合があ り ます。 こ の現象は、 フ ァ イルが異な る テキス ト ･エン コード を使用し ている こ と が原因です。 こ の

問題を回避するには、 Console アプ リ ケーシ ョ ンを使用するか、 TextEdit 内の [ 開 く ] メ ニ ューか ら以下の正しいエン コーデ ィ ン

グを選択し ます ：

･ セ ッ シ ョ ン･ ノー ト -UTF-8

･ セ ッ シ ョ ン情報－ Japanese (MacOS)

003 フ ァ ミ リ ー及び 002 シ リーズのイ ン ターフ ェース

Pro Tools との接続が切れた後に 003 または 002 を再接続する (Item #105685)

003 フ ァ ミ リ ーまたは 002 シ リ ーズ･イ ン ターフ ェース と Pro Tools と の接続が切れた場合、 Pro Tools の終了やコ ンピ ューターの

再起動を実行せず と も、 バッ フ ァ サイ ズの増加や CPU 利用限度の変更によ ってデバイ スがオン ラ イ ンに復帰させる こ と が可能で

す。

C|24 が介在する 003 システムにて、 .PIM フ ァ イルを イ ンポー ト する際の注意点 (Item #110703)

003 で作成されたカ ス タ ム ・ マ ッ プであ る .PIM フ ァ イルを別の C|24 が介在する 003 システムへイ ンポー ト する と 、 003 の液晶画

面にイ ンポー ト された Plug-in マ ッ プが表示される代わ り に “<No Track>” と 表示されます。 こ の状況を打開するには、 003 を別

のモー ドへ切 り 替え、 再度プラ グ イ ン編集モー ドへ入る必要があ り ます。

エラー ・ メ ッ セージ

-6042 エラー

-6042 エラーが頻繁に発生する場合はシステム使用状況の PCI 使用状況を確認し て下さ い。 こ のゲージがピーク に達し ている場合

は、 PCI バス を リ セ ッ ト し て下さ い。 PCI バス を リ セ ッ ト するには、 全ての ト ラ ッ ク を非ア ク テ ィ ブにし、 再生し ます。 こ の状態

で も ・ 042 エラーが発生し続ける場合は、 Pro Tools を再起動し、 プレ イバッ ク エンジン ・ ダ イ ア ロ グ開き、 DSP チ ッ プ毎にかか

るボ イ ス数処理を、 こ の設定上から減ら し て下さ い。 

2 GB のフ ァ イル制限到達時以外の DAE Error -9073

-9073 エラーが起こ り 、 かつ 2 GB のフ ァ イル ・ サイ ズ制限にも到達し ていない場合、 考え られる原因及び解決方法に関し てはア

ンサーベース をご覧 く だ さい (http://answerbase.digidesign.com)。
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DAE Error -9128

サンプルレー ト が高 く （96 kHz 以上）、 また複雑なオー ト メ ーシ ョ ンを伴 う 、 も し く は多数の RTAS プラ グ イ ンが使用されてい

るセ ッ シ ョ ンを再生中に、 こ の -9128 エラーが生じ る場合は、 ハード ウ ェ ア ・ バッ フ ァー ・ サイ ズを 512 以上に設定する と 回避

でき る場合があ り ます。

DAE Error -9131 (Item #92747, #20843)

GUID でパーテ ィ シ ョ ン された ド ラ イブでは、 OS X での起動時にサード･パーテ ィ ンシ ョ ン以上へレ コーデ ィ ングでき ません。 

GUID の代わ り に Apple Partition Map を使用し て、 オーデ ィ オ･ド ラ イブをパーテ ィ シ ョ ン し て く ださ い。

または

Pro Tools では、 UNIX File System （UFS ） フ ォーマ ッ ト ･ド ラ イブへの録音／再生はでき ません。

DAE Error -9132 (Item #32397)

ハー ド ウ ェ ア ・ バッ フ ァー ・ サイ ズ設定を最高値に設定し ているにも関わらず、 ［デ ィ ス クへバウ ン ス］ 中に -9132 エラーが生じ

た ら、 セ ッ シ ョ ン上に録音用の ト ラ ッ ク を作成し、 目的の ト ラ ッ ク から内部バス を適切にアサイ ン し て、 デ ィ ス ク に録音し て く

だ さい。 結果的にバウ ン ス し た もの と 同じオーデ ィ オ ・ フ ァ イルを使 う こ と ができ ます。

DAE Error -9155

ハイ･サンプルレー ト （96 kHz 以上） の複雑なオー ト メ ーシ ョ ンを伴ったセ ッ シ ョ ンを再生中に、 この -9155 エラーが生じ る場

合は、 ハー ド ウ ェ ア ・ バッ フ ァー ・ サイ ズを 512 以上に設定する と 回避でき る場合があ り ます。

DAE Error -9735

Pro Tools がタ イ ム ラ イ ンの終点に到達し た際、 またはその論理的限界に達し た場合、 Pro Tools を最大タ イ ム ・ リ ミ ッ ト よ り 長 く

継続し て再生し ている と、 こ のエラーが生じ ます。 Pro Tools の最大タ イ ム リ ミ ッ ト は、 セ ッ シ ョ ンのサンプルレー ト に依存し ま

す。 詳し く は、 「Pro Tools リ フ ァ レ ン スガ イ ド」 をお読み く ださ い。

Pro Tools ガイ ドの修正

新機能ガイ ド

Part Number 9320-59102-00 REV A 11/08 

下記は Pro Tools LE 及び M-Powered 8.0 新機能ガ イ ド に対する修正 と補完です。

リージ ョ ンを時間ロ ッ クする

Pro Tools LE 及び M-Powered 8.0 新機能ガ イ ド の 41 ページには リ ージ ョ ンを時間ロ ッ クする為のキーボード ・ シ ョ ー ト カ ッ ト と

し て、 誤って 「Shift+T を押すと 、 選択し た リ ージ ョ ンを 時間ロ ッ ク またはロ ッ ク解除でき ます」 と記載されてお り ます。 

訂正 : 　

実際のシ ョ ー ト カ ッ ト は、 「Alt+Start+L (Windows) も し く は Option+Control+L (Mac) を押す と 、 選択し た リ ージ ョ ンを 時間ロ ッ ク

またはロ ッ ク解除でき ます」 と な り ます。


